
 

無関心を関心に変える！ 

 

◎ 自由な発想と自立を促す環境づくり、きっかけづくり。 

◎ きっかけづくりが大事。最初は趣味からでもＯＫ。 

◎ リタイア組、主婦だけでなく広く参加を！ 

◎ 町内会・グループ活動を市民活動につなぐ。 

◎ 情報公開していても一般

市民に届いていない。 

◎ 一方的 PR だけでなく、

相互の意見交換も。 

◎ 報道機関の協力～お知ら

せだけでなく内容も 

◎ 得意技を持つ人材

（会計・連絡 etc） 

◎ 若い人材（学生・若

い社会人） 

◎ リーダーシップの

とれる人材 

情報公開 

参加のきっかけづくり 

◎ 「番町」は青葉の方がよかった。 

SOHO、CCC とのつながり。 

アクセスもいい。 

◎ 中間支援・コーディネーターが必要 

◎ つながりの中で「課題発見」「活動充実」「参加拡大」etc 

◎ いろんな特性をもつ団体、学校、企業をつなぐ 

◎ リストだけでは内容分からない、顔見えない⇒ex．活動発表会 

ネットワークづくり 

◎ パイロット事業や協働市場で提案される事業への予算

を増やす。 

◎ 従来の補助金（昔からの事業・毎年同じ団体）の見直し 

 

◎ 組織運営に行き詰まる団体、企画力が不十分な団体が多い 

◎ 活動費の確保 
協働事業費・活動資金の確保 

◎ 若者へのコミュニティ意

識（＝身の回りのことを

自ら解決）の定着 

◎ 市職員の啓発 

◎ 家族・ご近所などの理解 

→将来の担い手育成 

ＰＲ・啓発 

人材育成 

◎ 会費、活動時間帯など 

◎ ボランティア＝安価な労働では、長続きしない。 

◎  

参加しやすい環境 

◎ 悪循環：行政主導→行政お任せ 

→当事者不在・市民活動の関与余地少 

→リーダーシップが育たない・問題に対する受

け身的姿勢→解決する力が不足 

◎ 好循環：やれるかな→やれそうだ→よしやろう 

◎ 行政のための市民活動促進に違和感 

◎ セーフティネットに穴がある 

◎ ボトムアップ型の市民自治。その手段と

しての市民活動のさらなる普及 

何のための市民活動か？ 

◎ 市民活動は「公共サービス」の担い手。 

しかし、行政のパートナーとしての力

を備える団体少ない。  

◎ 教育・福祉・医療←市民活動入りにくい 理由：資格（専

門性）、行政のたてわり（分野横断の連携が不足）、壁  

◎ 「地域課題解決」のしくみが必要（ex．協働市場）。しか

し、市民も市も使いこなせていない。 

◎ 採用されなかった企画のフォロー、育成プログラム、枠を

広げる 

協働を進めるしくみづくり 

 

市民活動への参加促進が基本 

◎ 賛同しない意見もある。すべて市

が肩入れしなくてもいいのでは？ 

異なる意見の調整 悪循環を好循環に 

市民活動センター 
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